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５．ビームタイムの期間 

    （エリア内準備期間、ビーム使用期間、撤収期間がわかるように） 

 



3/4 – 3/10: 富士棟での実験準備 

 送られた梱包などの開封作業と確認 

 テレスコープセットアップの再構築 

 様々な DUT (detector under test)センサーの動作確認、アルファー線やベータ線での試験 

 シフト取得者に向けたトレーニングセッション、ソフトウェアの講習 

 トリガ用シンチレータの試験 

 

3/11 9AM – 3/18 9AM（13 日と 14 日は、12AM-8AM を除き、ビームがなかった）：ビーム照射 

 3/11 の午前中にビームエリアにテレスコープを設置、アライメント、動作確認 

 その後 136 時間のビーム照射時間。100 時間のデータ収集。 

 様々な DUT（曲がった ALPIDE チップ、APTS-SF チップ、CE65 チップ）の試験 

 

3/18 8:30AM -1PM : 撤収、解体、梱包。小沢さんと最終現場確認。 

 

６．ビームの状況 

3 GeV/c と 5GeV のビームを使用。 

 

７．実験成果 

テレスコープの性能を確認。6 層の ALPIDE の相関を確認。曲がった ALPIDE の検出効率を評価。おお

むね 100%に近い数字。バイアス依存性を確認。DESY より若干低いものの、おおむね先行研究の結果を

再現。APTS-FS や CE65 の解析が進行中。 それらの DUT とテレスコープの相関は確認済み。 

（https://kds.kek.jp/event/49896/ で Jonghan さんから報告あり） 

 

８．結果の公表予定 

まだ解析中ではあるが、検討している。  

 

９．今後の要望 

水平方向にビームが絞れると嬉しい(垂直方向と同程度)。ビームレートがもっとあると嬉しい(x5 くら

い)。 

 

以上 


